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消
防
本
部
は
、
十
一
月
一
一
十
六
日
か
ら
の
秋

の
火
災
予
訪
遼
扇
壱
ま
え
に
、
市
内
の
火
災
情

況
に
つ
い
て
、
①
市
内
の
火
災
件
数
は
九
月
末

百
一
件
に
達
し
、
昨
年
同
期
の
二
倍
に
の
ぼ
る
一

激
増
壱
示
し
た
、
必
こ
の
損
替
相
制
は
羽
千
七
恵
一

万
円
を
こ
え
、
昨
年
一
年
間
よ
り
一
千
二
百
万

同
町
も
ず
で
に
多
い
、
⑪
こ
の
ま
ふ
だ
と
年
内
に

省
三
十
件
程
度
の
出
火
を
記
録
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
八
七
日
ー
が
一
般
家
庭
の
失
火

に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
と
発
哀
し
ま
し
た
。

市
内
の
火
災
件
数
は
二
一
一
十
五
年
七
十
二
件
一

三
十
七
掠
百
件
台
に
の
D
、二
A

寸
八
年
百
泊
件

と
横
ば
い
、
昨
三
1
7
九
年
に
は
八
千
三
件
と
減

少
し
て
防
火
財
閥
係
者
壱
ほ
っ
と
さ
せ
た
の
も
つ

か
の
閥
、
こ
と
し
は
す
で
に
一
日
件
台
を
路
復
、
挺
一

定
百
二
…
寸
件
の
急
激
な
場
加
が
予
想
さ
れ
る
に

至
っ
た
も
の
で
、
消
防
本
部
は
-
深
く
護
蔵
さ

れ
る
情
勢
に
あ

D
、
市
民
の
題
に
審
火
思
想
の

早
急
な
普
及
が
強
く
の
ぞ
ま
れ
る
」
と
し
て
い

ま
す
コ
と
く
に
、
激
泊
す
る
火
災
の
八
七
引
下
が
一

一
般
家
庭
の
失
火
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
岡
本
)

部
は
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
い
ま
ま
-

で
の
予
訪
査
察
や
広
報
活
動
の
ほ
か
に
、
家
庭

の
主
婦
な
ど
を
対
象
に
防
火
耐
世
話
出
会
や
防
火
講

演
会
を
行
な
い
、
火
の
府
、
心
を
家
滋
内
に
効
果

的
に
持
ち
込
一
h
u
v
」
と
を
考
え
て
い
ま
す
〔

j-分な注意をむり亡iましいヨ

事事:コンセントとガヌの元せん

アイロンや綴気ζたつなど電気器異を使っ

たあとは、必ずコンセントをはずす幸男僚を。

また、弁却するときや寝るときは、ガスの元

せんをしめ、とたつの炭火に灰をt!、けふとん

をあげて熱を逃がすなどの溺墳をぜひ色ちた

い、たき火のあとは」く水をかけてヅくを消す

とと。取り灰は石かっンクリ}トなどσ:耐火
容器に24時額以上入れておき完全こ?肖グくして
から捨てるとと。かちだの不自由な人やi1J'.児

をとたつL寝かせた皆ふ外出しないととな

ど、ぜひ守りたい。

翻議議E吾や命量揮のF毘重量も
つねに火を慢う場所L見、話主主当な消火器只

を0甫え、寝るを交えt、ぽベケツに7kを
入れておくくらし明鍛え古ヰましv'o
持常のとき、経線しにくい階上や

まちなかのJ'e芭では、ロ」ブやハン
マー@遊慾ばしとなどの馬主主が絶対

に.'!?:聖書だし、競主主の方法も湾えてお

きたい。できれば、階上に守となや

老人、からだの不自由な人などを寝

かせない」、うLすべきだ、
額昨年はT宮内ぢ 4入が重電機

昨年 l時箆約火災は、市内で83件、明失損
害警関 3ふ00万J司、主主i鶴者A人でした。神奈川
県下になりますと 2，7ぐOf'i、さっと20長室内の
主著書で、死者旬、負童話者480人となり、全額統
計では火15;550，000件、 390億円が灰となり、
死者 853入、負傷者;
る。火災の少なかっ〉

王室戦争になち_r，z莞言書といえる。
「妨グくの仁立であなたのG~f亡、む可弘すきが
ある。」、あなたは回目隠に fノーJと答えら
れるだろうか。

市庁舎 3箔からアイコク折むたたみ式非常!ましごで脱出在演じてみせる広報
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総
務
部
市
〈
書
課
は
、
広
報
無
線
品
開
ニ
次
軒
設
計
画
に
も
と
つ
い
て
、
ろ
か
く
郎
外
八
か
所
に
受
信

簡
を
増
設
、
国
鉄
新
幹
線
習
で
を
放
五
回
闘
に
入
れ
る
と
と
と
し
、
糟
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
広
報

無
線
4
、
六
五
・
混
一
メ
ガ
サ
イ
ク
ル
の
超
短
説
無
線
を
使
っ
て
市
役
所
か
ら
各
受
福
田
局
に
音
信

し
、
出
回
時
的
に
拡
声
器
に
リ
レ
ー
し
て
放
憶
を
粁
な
ろ
装
演
で
、
平
援
聞
に
布
け
る
広
報
活
動
の
主

力
と
な
る
も
の
。
咋
年
の
第
一
次
新
設
で
墓
地
問
と
受
信
局
十
一
か
析
を
つ
く
り
、
市
街
地
ぞ
中
心

に
定
時
間
放
雨
期
官
行
な
っ
て
き
た
結
果
、
ほ
ほ
予
棚
田
ど
お
り
の
明
田
市
壱
収
め
た
と
し
て
増
設
を
決
定
し

ま
し
た
P

っ
て
変
更
す
あ
こ
F
軍

当
日
は
あ
く
ま
で
休
診

っ
て
、
診
療
は
緊
急
患
者

に
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
市
内
に
は
次
の
敢
憩
病

一
院
が
あ
り
緊
急
患
者
の
診
療
に
あ
た
っ

一
て
い
ま
す
。

一
営
業
課
長
・
平
塚
新
時
間
六
九
五
〉
、
一
共
演
務
同
省
一
一
一
一
周
一
九
五
O
)

一
協
会
役
員
と
し
て
串
先
し
、
重
の
一
中
南
燈
保
護
(
一
一
一
一
潜
O
O
一
五
)

一
安
全
と
円
滑
に
つ
く
し
て
き
た
。
今
一
湾
出
会
病
院
(
一
二
局
O
五
二
O
)

一
期
膜
下
回
十
名
、
平
塚
で
混
一
一
名
が
一
杏
量
一
分
院
(
二
一
局
O
一一一間一六〉

一

受

質

し

た

。

一

倉

田

病

院

(

三

局

O
五
七
O
)

一
震
度
運
転
者
全
一
千
年
無
事
故
小
一
永
瀬
病
競
合
一
一
局
O
七
一
五
)

一

…

弁

土

定

軍

医

(

六

一

・

湖

南

交

一

通

)

一

十
月
二
十
九
日
、
横
浜
市
開
港
記
念
一
動
の
一
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
な
わ
れ
一
器
用
下
で
一
一
十
四
名
、
平
歓
で
は
一
一
一
一
雲
閣
雄
氏
(
五
一
一
了
受
察
官
一
議
官
)
一

2
・

会
館
に
、
県
警
本
部
長
一
交
通
安
全
協
一
た
も
の
で
、
平
塚
市
交
通
安
全
協
会
長
一
章
受
彰
し
得
一
マ
一

Z無
事

故

杉

重

治

氏

支

一

忠

顕

装

飾

一
室
主
催
す
る
間
十
年
度
交
通
安
喜
一
の
津
田
空
氏
ら
に
交
通
栄
妻
、
コ
一
一
里
雪
労
者
(
表
彰
状
)
…

0
・

臼

重

体

ヱ

号

、

兵

藤

主

コ

ン

ク

ー

ル

一
労
者
の
霊
式
が
行
な
わ
れ
、
喜
市
一
十
年
無
事
故
運
転
義
け
る
聖
書
一
実
家
蓄
氏
(
四
七
・
平
塚
市
交
一
氏
(
一
一
一
九
・
書
受
理
、
マ
十
宏
一

一
関
係
で
は
次
の
一
一
十
関
長
受
賞
し
ま
一
の
ふ
井
上
重
幸
平
塚
警
察
喜
雄
一
霊
会
協
会
副
会
長
・
大
家
運
送
社
一
年
無
事
故
酒
井
秋
治
氏
(
郎
子
平
一
参
加
盟
閣
は
一
一
+
呂
ま
で

町
一
戸
表
彰
式
は
、
交
一
氏
ら
に
銭
量
審
議
彰
な
ど
が
贈
ら
玉
・
夕
鶴
ケ
丘
一
ア
六
〉
、
福
瀬
一
塚
警
察
署
)
¥
阜
波
幸
雄
氏
(
き
一
警
部
商
工
号
、
四
十
年
度
市
内

柳

川

栄

一

氏

槻

瀬

正

雄

氏

原

整

部

長

一

れ

、

激

怒

一

途

を

た

ど

る

交

混

戦

争

記

雄

氏

(

六

子

同

協

会

運

転

者

亘

書

交

通

〉

、

童

書

(

五

O
湘
一
震
の
癌
韻
装
飾
コ
ン
ク
ー
ル
の
お
加

一
室
と
で
一
震
の
指
標
と
も
い
5
べ
竺
長
・
タ
ナ
セ
運
送
社
長
・
平
塚
新
積
一
室
還
)
、
日
弁
吉
男
氏
(
一
一
エ
ハ
・
一
肢
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
末
大
雪

一
人
た
ち
、
と
し
て
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。
一
七
O
八
)
、
マ
鈴
木
大
震
(
六
O
一
日
華
空
機
)
荒
川
計
一
一
民
(
一
一
一
一
出
し
の
シ
ー
ズ
ン
を
ま
え
に
、
各
鶴
蔚

一
平
塚
市
開
擦
の
被
表
彰
子
択
の
と
お
り
一
同
協
会
安
全
教
育
部
長
命
一
階
交
通
一
七
・
日
産
車
体
十
滋
〉
。
一
の
活
顕
診
断
を
行
な
い
、
市
内
務
舗
の

一
頭
交
通
栄
誉
車
(
綴
十
字
鋭
輩
〉
一

1
1
1
1
1
1
1
1十
l
i
l
i
l
i
-
-

一
近
代
化
を
奨
励
す
る
の
が
ね
ら
い
で
、

マ
津
田
初
一
一
氏

2
2・
平
塚
市

2

4
告
F
A
Z
e
ヲ

s
i
f
t
-
o
a
J
‘

，

一

審

査

員

に

は

神

奈

川

書

語

署

長

要

議

会

長

・

市

議

・

富

喜

一

島

氏

，

審

議

議

器

際

上

一

事

実

氏

e

同
商
業
部
長
原
田
市
太
郎

霊
長
・
馬
入
二
九
四
一
一
一
〉
長
一
嘉
詞

m
i
車

一

興

一

龍

一

氏

・

量

工

会

議

所

会

頭

・

石

川

市

村
収
磁
氏
(
七
一
一
-
同
協
会
総
務
企
一

i

巳

1
4

一
経
済
部
長
の
ほ
か
学
識
経
験
者
一
石
壱

闘
部
長
・
木
村
運
送
社
長
・
平
日
時
一
一
ニ

l
医
師
会
日
曜
の
休
診
認
に

i

一
予
定
し
て
い
ま
す
。

四

九

一

一

口

、

マ

郡

川

栄

一

氏

(

五

一

一

一

翻

審

査

・

十

一

月

二

十

五

日

の

ま

血

跨
協
会
会
計
部
長
・
柳
川
護
校
長
一
日
曜
日
は
、
市
内
開
業
医
の
い
っ
せ
一
員
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
る
も
の
で
、
主
襲
撃
格
・
詩
書
、
(
た
ち

平
塚
一
九
二
一
)
安
全
協
会
役
員
一
い
休
診
日
で
す
が
、
平
塚
市
医
師
会
は
一
内
問
開
業
医
を
菌
道
一
号
線
東
海
道
で
分
一
.
梅
屋
、
長
一
階
展
、
十
字
屋
、
志
沢
、

と
し
て
義
的
に
、
し
か
も
事
先
し
一
底
堅
立
場
か
ら
緊
急
患
者
の
診
療
は
夜
、
第
一
・
第
一
一
一
品
は
そ
の
謂
側
、
一
緑
盤
を
の
ぞ
く
)

O

て
街
顕
に
た
ち
、
交
通
の
安
全
と
mm
一
休
診
日
に
お
い
て
も
行
委
3
と
し
て
、
一
第
二
・
第
四
臼
潟
は
国
道
北
側
室
院
吾
参
加
方
法
・
十
一
月
二
十
日
ま
で
に

滑
を
は
か

D
、
明
る
い
市
民
生
活
の
一
交
代
診
療
関
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
一
問
、
原
則
と
し
て
緊
急
患
者
m

経
済
問
問
商
工
藤
へ
所
定
の
申
し
込
み

実
現
に
努
力
し
て
き
一
た
人
た
ち
。
今
一
こ
れ
は
、
昭
和
一
一
一
十
五
革
の
医
師
会
会
一
応
じ
よ
ヨ
と
い
ヨ
も
の
で
す
。
替
を
返
れ
ば
よ
い
。
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一君主選盟事者事争犠ま

無線第

錯タトiこ聾{書購事

広
津
田
初
一
一
氏

一
い
た
郊
外
地
域
へ
も
‘
毎
日
八
時
よ
十
一
国
鉄
新
幹
線
以
北
の
城
島
・
閲
続
二
輯
一
一
一
一
次
新
設
計
閣
の
な
か
で
、

一
六
時
的
ニ
回
定
時
放
送
が
行
な
え
る
ほ
一
土
沢
・
金
目
な
ど
の
地
演
は
、
第
一
一
一
次
一
に
受
信
局
一
争
最
設
の
見
込
Z

一
か
緊
急
成
送
ゃ
、
七
時
と
ニ
十
一
時
的
一
計
画
に
よ
っ
て
、
明
四
十
一
年
度
以
降
一
終
的
に
は
基
地
潟
一
・
受
一
健
闘

一
愛
の
舗
を
送
れ
る
い
」
と
に
も
な
D
ま
す
↑
に
舎
同
一
一
・
上
沢
一
一

-m崎
了
城
島
一
の
体
制
を
完
成
、
全
市
域
雲

一
今
思
の
増
設
位
置
は
次
の
と
お
De
。
二
の
一
防
車
で
新
設
の
予
定
で
す
。
ま
た
一
す
る
予
定
で
す
。

一
門
第
二
次
新
設
位
讃
一
日
マ
第
十
一
一
受
一
吋

{
F
1
{
5
3
5
t，E
t
f
z

、E
f‘
E
z
-
-
3
1
t
2
3
5

一

高

総

務

部

服

務

課

は

・

十

月

一

門

口

に

行

平

塚

市

町

国

勢

鏡

埠

週

間

間

は

十

二

日

一
億
局
(
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概
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人
口
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万
四
守
九
百
一
一
一
階
で
は
サ
二
月
中
旬
に
全
国
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金
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方
向
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十
五
人
選

増
設
か
所
は
、
大
野
地
区
内
最
初
一
宿
・
消
防
第
寸
一
番
庁
舎
占
師
軍
用
で
宇
一
、
一
い
の
納
長
千
一

O
長
谷
川
哲
二

重
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所
の
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旭
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書
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五
十
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マ
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受
書
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円
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ニ
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一
一
十
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人
濃
い
の
よ
富

欄
玄
室
妻
、
い
ず
れ
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円
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号
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と
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線
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っ
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演
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一
一
日
輪
、
間
四
輸
を
含
む
。
軽
自
動
車
一
甲
免
許
の
顎
鱗
の
改
定
一
的
際
付
免
許
(
原
付
自
転
車
〉
。

に
つ
い
て
は
三
掠
後
に
普
通
自
動
車
一
車
濁
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
免
許
の
額
一
門
第
二
額
免
許
一
一

ω大
型
第
一
一
種
免

と
な
る
〉
、

ω自
動
一
一
輪
車
(
ニ
総
一
類
も
改
正
整
備
さ
れ
た
。
な
か
で
も
一
許
、

ω普
通
第
二
額
免
許
、

ωけ
ん

の
軽
自
動
車
、
第
一
一
種
額
付
自
転
車
一
軽
免
許
が
一
一
軍
後
に
普
通
免
許
と
な
一
引
第
二
積
免
許
、

ω大
型
特
殊
第
二

世
ど
含
む
)
、

ω小
型
特
殊
自
動
車
、
一
る
点
、
け
ん
引
免
許
が
新
設
さ
れ
た
一
種
免
許
。

同
山
原
動
機
付
自
転
車
(
第
一
種
原
付
一
点
な
ど
が
密
だ
っ
。
一
軍
け
ん
引
免
許
の
新
鮫

自
転
車
の
み
)
、
制
大
型
特
殊
自
動
一
門
第
一
覆
義
弘

ω大
型
免
許
(
大
一
け
ん
引
す
る
た
め
の
装
援
を
も
っ
大

車
。
一
型
自
動
車
・
普
潜
自
動
車
・
軽
自
動
一
裂
車
・
欝
週
一
車
・
特
殊
車
で
七
言
五

…
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
・
原
動
機
付
一
十
J
停
を
こ
え
る
も
の
巻
け
ん
引
す

…
自
転
車
を
運
転
マ
ぎ
る
)
、

ω普
通
一
連
あ
い
は
、
今
後
、
運
転
免
許
の

一
免
許
〈
普
通
自
動
車
・
軽
自
動
車
・
小
一
ほ
か
に
け
ん
引
免
許
証
が
必
要
と
な

態
特
殊
自
動
車
・
原
付
自
転
車
)
、
一
っ
た
。

一
曹
法
定
速
度
の
改
定

一
法
定
最
高
速
度
ぞ
犬
腐
一
に
改
正
、
径

一
速
車
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
ほ
か
っ

一
た
。
こ
れ
は
今
回
の
改
正
の
露
点
の

一
ひ
と
つ
で
、
パ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
e
自
動

一
一
一
日
輪
・
軽
自
動
な
ど
の
一
般
道
路
で

一
の
一
最
高
速
度
亭
普
通
乗
用
車
と
悶
じ

一
毎
時
六
十
J
Mに
あ
ら
た
め
た
ほ
か

一
パ
ス
・
普
通
貨
物
の
高
速
道
路
で
の

一
最
高
速
度
を
毎
時
百
J
ま
で
に
認
め

一
る
な
ど
、
交
通
実
態
に
あ
が
せ
る
改

一
正
を
行
な
っ
た
。
車
種
闘
の
速
度
鐙

一
が
と
き
に
車
の
丙
れ
骨
偏
滞
さ
せ
が

一
ち
で
あ
っ
た
が
、
今
度
の
措
慢
で
解

一
消
さ
れ
る
J

一
甲
そ
の
他
の
改
笈
点

以
上
の
ほ
か
、
軽
自
動
車
仮
免
許
制
制

度
の
新
設
・
免
許
受
験
資
格
の
一
部

改
託
・
試
験
科
目
の
一
部
改
正
・
行

政
処
分
の
鵠
習
手
数
棋
の
制
定
・
問
問

法
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
白
肌
引
い
・

免
許
の
廃
止
統
合
に
と
も
な
5
審
査

の
元
法
・
乗
車
人
員
ま
た
は
積
載
制

限
の
整
備
e

免
許
寄
与
え
な
い
ば
あ

い
の
追
加
圃
受
験
手
数
糾
等
の
改
誌

な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。

第 169号

動
車
国
道
と
か
自
動
車
専
用
道
路
ヱ
一
に
改
正
し
た
。
一

で
は
乗
車
問
問
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
一

ω大
型
自
動
車
(
大
部
一
け
ん
引
車
を
…

と
的
紙
上
前
塁
勺
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
ぞ
う
に
、
九
月
一
日
宮
市
間
交
通
規
制
は
、
新
宿
領
選
ヱ
の
}
遠
の
お
折
禁
止
や
大
磁
車
町
選
天

禁
止
な
ど
を
中
心
に
い
ち
だ
ん
と
き
び
レ
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
乙
れ
と
と
曹
を
同
じ
く
し
て
道
路
支
適
法
の
一
部
改
正
も
効
力
ぞ
盟
唱

し
、
実
施
に
ろ
っ
淫
れ
て
い
ま
す
4

平
嫁
綾
察
署
は
、
市
内
安
福
地
規
制
の
管
及
に
の
り
だ
す
一
方
、
世
主
道
交
法
の
内
容
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
広
報
し
て
、
市
民
に
廷
し
い
史
認
と
事
故
防
止
を
徹
隠
し
た
い
と
し
、
次
的
説
明
を
寄
せ
て
き
ま
し
た
り

(第3積郵便物認可〉ぉ、

自
家
用
自
動
車
十
台
以
上
、
二
輪
車

で
は
一
一
十
台
以
上
巻
使
ヨ
一
審
は
、
安

全
運
転
管
理
者
号
、
営
業
所
、
支
産
出

張
所
ご
と
に
、
一
定
の
資
格
を
も
っ

た
者
め
な
か
か
ら
選
任
し
、
公
安
委

員
会
に
届
け
出
る
こ

εも
き
め
ら
れ
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

εな
っ
た

た
。
安
全
運
転
管
恕
者
が
そ
の
義
務
一
ほ
か
、
問
道
路
上
で
の
自
動
ニ
輸
の
一

に
違
反
す
事
と
、
公
安
委
員
会
が
そ
一
一
一
人
乗
れ
J

も
禁
止
さ
れ
た
。
今
回
の
一

の
管
理
者
の
解
佼
命
令
し
て
く
る
o

一
議
室
で
、
自
動
二
輪
車
在
、
二
一

甲
車
い
す
の
通
行
区
分
の
変
箆
一
輸
の
軽
自
動
と
第
一
一
種
原
動
機
付
自
醐

足
の
不
自
腐
な
身
体
鰻
害
者
の
通
行
一
転
車
ま
で
を
い

5ι
と
に
な
っ
た
か

の
保
護
号
徹
底
す
る
た
め
、
身
体
照
一
ら
、
こ
の
適
用
範
囲
は
広
い
。

害
者
の
車
い
す
の
遇
存
区
分
を
軽
車
一
甲
自
動
車
の
種
類
の
改
定

闘
の
範
囲
か
ら
は
ず
し
、
歩
行
者
と
一
扇
動
車
の
性
能
が
よ
く
な
D
、
四
輪

開
ひ
ξ
し
た
ο
今
後
車
い
す
は
歩
道
一
車
と
一
一
一
一
輪
車
、
欝
通
車
と
軽
自
動
な

壱
通
行
す
る
い
」
と
に
怠
っ
た
。
一
ど
と
の
溜
に
運
転
操
作
上
の
相
違
が

な
く
な
っ
た
と
し
、
突
出
間
に
あ
わ
せ

て
、
妻
宅
ム
の
車
種
委
の
き

........ 
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一

0
・
:
今
日
の
新
磐
備
に
ワ
い
て
は
特
に
自
転
車
専
用
こ
れ
が
九
百
万
円
も
か
か
っ
て
い
る
が
年
間
約
百
億
円
あ
る
の
を
連
邦
す
体
に
、
去
る
八
月
交
通
救
急
セ
ン
タ

番
一
聞
に
三
重
故
道
路
の
必
要
を
、
ま
た
毒
安
全
繍
が
、
震
の
補
助
は
玉
幸
け
ら
る
)
義
ず
る
よ
う
強
く
要
議
し
た
ー
を
横
浜
の
神
奈
川
に
新
設
、
入
読

料

J

一
死
一
万
人
突
破
、
設
に
つ
い
て
道
路
照
明
灯
、
書
れ
な
か
っ
た
英
軍
説
明
し
セ
こ
第
二
は
霊
室
セ
ン
タ
み
設
竺
号
は
雪
量
重
で
あ
っ
て

射
弘
一
塁
一
一
高
ま
信
号
機
の
室
、
鉄
道
路
管
立
体
の
外
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
案
内
裏
震
の
き
で
あ
一
る
ο
鏑
の

ZE腐
そ
の
お
蔭
で
命
拾
い
を
し
た
と
い
5

J
F
ら
連
続
七
年
の
記
交
差
の
繋
備
を
あ
げ
宗
、
平
塚
の
駐
車
場
な
ど
の
蓄
を
訴
え
セ
平
話
盗
る
と
ふ
は
丈
夫
で
も
中
請
が
あ
る
。
政
府
量
空
襲

、
守
」
一
銭
」
と
い
う
記
事
中
央
地
下
道
総
工
事
費
が
一
一
一
一
億
五
千
塚
の
主
3
な
中
都
市
で
も
、
交
通
安
の
豆
腐
は
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
な
る
。
と
主
一
畳
一
都
市
に
設
…
置
す
べ
き
で
あ
る
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7
故
妨
止
の
大
前
提
だ
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問
時
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の

妻

達

さ
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た
c
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長
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二
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省
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麟
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鵬

醐

轟

轟

間

関

行

者

の

た

め

の

交

通

環

境

づ

く

b
を

の
も
と
に
、
民
間
関
体
代
表
者
重
量
繁

FJz議
議

灘

灘

灘

欝

私

鰭

翻

翻

a-m'm醐
輔

聾

肱

鞘

轟

真

剣

に

考

え

ぬ

限

D
、
人
が
車
の
ぎ

め

た

会

識

に

、

私

は

交

通

安

全

都

市

せ

い

に

な

る

ば

か

げ

た

現

象

は

な

く

連
絡
協
議
会
々
長
の
代
理
と
じ
て
出
万
円
、
ヨ
ち
市
の
支
出
は
一
億
一
千
全
対
策
費
は
信
和
一
一
一
十
九
年
度
で
一
こ
れ
が
人
鶴
の
頭
立
と
、
あ
る
脳
外
な
る
ま
い
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
向
感

鰐
し
た
。
意
克
発
表
は
六
分
間
明
と
い
万
円
で
、
昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
凶
四
五
O
万
円
ぞ
支
出
、
本
年
度
立
八
科
医
の
請
を
恕2
い
出
す
が
、
交
通
事
で
あ
る
。
歩
行
者
の
た
め
の
交
通
環

5
じ
と
で
、
私
は
政
府
に
対
し
て
二
年
が
か

D
で
去
る
九
月
八
呂
開
通
の
五
O
方
向
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
放
の
八
識
は
韻
の
鶴
害
で
あ
っ
て
、
第
づ
く
D
に
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
取

つ
の
事
例
に
つ
い
て
具
体
的
事
例
を
運
び
と
な
っ
た
が
、
市
に
と
っ
て
大
ほ
ど
で
あ
る
。
自
治
体
が
こ
れ
ら
の
一
刻
を
争
う
問
題
で
あ
る
。
脳
外
科
白
く
ん
で
い
く
決
心
を
罰
め
た
い
。

あ
げ
て
鷲
見
壱
の
ベ
た
。
ぎ
な
負
担
で
し
あ
る
こ

εを
説
明
し
た
施
設
壱
充
実
す
る
た
め
、
政
府
は
地
の
充
実
が
議
ま
れ
て
い
る
の
に
、
環
(
招
紹
版
。
、
一
。
、
一
一
…
0
)

第
一
は
滋
路
繋
備
と
突
通
安
全
施
ま
た
子
供
を
守
る
た
め
一
ニ
十
M
M
市
道
方
交
付
税
の
増
額
、
持
前
な
財
政
的
実
は
ま
こ
と
に
寒
心
に
堪
え
な
い
。

設
の
充
実
に
つ
い
て
で
あ
る
。
蓄
に
昨
年
度
二
つ
の
歩
道
橋
を
か
け
た
措
震
二
例
え
ば
交
、
豊
富
罰
金
神
奈
川
県
議
辛
い
に
も
脳
外
事
玄
市
長
加
藤
』
太
郎

(3) 

ω大
型
一
特
殊
免
許
(
大
型
特
殊
自
動

車
・
小
型
特
殊
自
動
車
・
原
付
自
転

車
)
、
制
軽
免
許
(
軽
自
動
車
・
小

型
特
殊
自
動
車
・
原
付
自
転
車
一
一
一

年
後
に
限
定
普
通
免
許
と
な
る
)
、

倒
…
一
輪
免
許
(
自
動
二
輪
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
原
付
自
転
車
)
、
制
小

泊
一
特
殊
免
許
(
小
型
特
殊
白
動
車
)

市経済部商工課は、平謙信用金原と

湘南信用組合を窓口として 市内中

小企業者に事業資金を貸し出し中。

信用金庫からは 1億 4000万円、機南

信用組合からj立2000万円のわ〈をも

って貸し出?。市内に 1年以上営業

し、 11j税を完納していれば利用でき
る。

観運転資金・ 70万円 6¥ゥ‘汚を限度

爵設構資金・ 100万問12か月を限度

蹟判怠・両資金とも田容 2錯 3産。

翻利用方法‘市役所商工課へ利用申

込書を提出し、強行あての融資依頼

警の発行を受けてから、信用金庫か

淑南信用級合同窓口へ融資手続きを

とれしI~どよし、。

轟轟轟鱒覇
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( 4) 

夏に?舌E遅しアこ蚊@はえなdσ背哲生害虫は泊客耳目にはいり、

かわってねす'みの聖書耳童話耳を泡えました。衛生課では、地区単

引の自発的な都徐?沼産誌を奨励するため、 11月下町、地区組織

に加入しているn∞0世帯を治官喪に、殺そ邦IJ(硫喜望夕リ市ム
0，3弱含有量童形態終)ぞ 1世時]袋 (20グラム〕あて純資で
自己吊します。との薬剤配布はあくまでお織を溜[じて?なしh

個人波しはしませんJ 自治会や婦人会なとの犯泌がないよう

なところでは、 E寄りd.I所でお戸持度まとまって訴求すれ:立交
付対象としていくh針です

第 169号〈予算3軽量郵{獲物認可}

市主聾表彰吾受けた量豊田

、佐藤耳向上冶君、山本軍露

払望書

川
股
十
年
度
目
間
違
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
円
抗
議
援
に
お
い
て
、
市
か
崇
誇
仰

1

川
小
か
ら
揮
官
ぷ
が
一
一
之
出
て
蓄
と
な
り
、
同
校
は
学
校
警
護
し
州

日
団
側
ま
し
た
の
品
罰
平
用
部
市
関
係
的
入
務
は
、
山
学
校
の
郊
憾
秀
作
に
崇
務
小
川

制
附
五
年
の
松
被
耕
荷
殺
と
山
下
千
恵
ナ
さ
ん
、
円
佳
作
に
包
土
見
小
六
年
山
川

ん
州
事
孝
君
、
世
間
校
の
部
佳
作
に
高
浜
高
一
一
年
苧
縁
笑
干
芯
ん
が
は
い
り
ま
し
附

川
た
小
学
校
的
部
問
問
中
深
川
は
県
下
で
六
日
一
円
、
だ
け
、
今
年
度
出
品
一
総
級
一
は
一
酬間

電
気
配
線
の
鉱
山
料
診
断
一

紡
犯
街
灯
の
寄
贈
な
ど

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
と
め
る
東
京
電
一
犯
管
路
灯
を
番
一
醸
し
明
る
い
防
づ
く
一

仙
、
十
一
月
十
五
ヨ
が
り
こ

T
Bま一

D
に
協
力
す
る
。
マ
爆
発
物
・
危
険
一

グ
秋
の
サ
ー
ビ
ス
遊
間
同
8

に
は
い
D
一
物
を
最
D
一
級
ヨ
事
業
所
に
対
し
て
は
一

一
一
議
長
決
。
し
め
、
防
犯
・
防
火
な
一
消
防
署

ε協
力
、
電
気
配
線
な
ど
の
一

奉
仕
活
動
を
一
行
な
い
、
明
る
い
家
一
無
量
査
を
行
な
い
事
故
予
防
に
協
一

明
る
い
荷
づ
く
D
に
協
力
す
る
と
一
力
す
る
ロ
マ
議
気
に
よ
る
滋
稽
や
火
一

一
災
な
ど
の
事
故
を
予
防
す
答
た
め
家
一

jって

?をす、

~の力をそだてよう

しよう

よう

〈王子塚子わぬ

震センタ-.軍軍世年韓金事牢成大金

難脅輯・鋤〈年少者大脅



く5) 昭和 40年'llfl 15 S 

第3次-住居表不@新町名 区域

円¥..."". 

上の写真は、収集日でもないのに公圏内すみに積まれたもえないこ・みの

山・欝月に 1度内収集指定日以外に持ち出さ企いように 麹もえないご

みに、もえるものをまぜないように劉畳などと〈に大きなものは清掃課

にご連絡いただくように……たったこれだけのお願いを?守っ 7てくれない

人がいます。収集計画を百Lす人lこ反省を求めます。

嘩濁T 長 溝手

!?民;

よいことを自信をも

健全ななかまづくワ

明るい家鹿であすへσ

(:"駐日高

覇露日/6-市民イ陸
連覇円/27轟購

神奈川県



昭和40年 11~ 15日 〈第3種郵便物認可う 第 169~予 (6) 

3 臼 ~5 臼@みつけ市(商庖大蔵払い〉

3S~5 日・農産物品評会・花き展示会

鶏gis品評会

3 日 ~5 日・県下青少年創意工夫展

3 日~5 S.豪華自動車ショー

4 臼 ~5 日@カナリヤ展示会

4日と 5日の各11時@牛乳1000本無料配布

5日 14持 a豚アヒノレレース

3S~5 日 a 協賛行事口魚まつり・菓子

まつり@車旨まつり・そばまつ

り・肉まつり・福寺iきなど

BB  S I土

不幸な少年たちのよい

兄・富市となり、友だち

となって、少年の立ち

夜号を防げる連動です

あなたもご参加くだき

いませんか。
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昭和40年11月15El 

i中hizz;ヰ討議5222:;;来日誌
ihz許認す法iiZS HZ五日Hh欝霊
Z重量雪手主聖書志 警警重苦畠雲主 警号室予雪主主之話事襲撃詑
出ι軍出離既設iif民主〉ら轟禁
525主将EZ史渋暫轄覇量fuf喜これ叩吉孝ら
窓口設費会三言語2塁 執事納言58喜ZOYEZ長222
孝jfii52K2れきぞ25S提言ES主持i× R225苦手投
EU5iii255psi;EFH語版

-: c 、 還はつ育合宮司主芋聖旨 主善玉

(7) 

12月7日 13-15時j田公民館
夕 日日 10-15持平康保健所
鱒鐙設と注射手数料

主主録・理拝金 30日用で4月 ISから
翌年3月31日までの 1年間有効、
注射・料金 200円で8か月有効

年賀はがきの準備
東京的政局11月 4日持軒町要望籾は
年賀状の鐙し出しについて次のよ5
なお替をのせていますo 宝っかくの

年賀状t!'迷下になったり、遅れたり
するζ とのないよヨ注意を。

覇軍年賀状は早めに樫備し、おそくと

も12月22日以前に援し出せるように
綴伶居表制度に笑紹であて名iJ1.，哩獲
になっているととろが多し、から変更

道知に」ってあらかじめ忘れずに名

摺広告了正をしておいてほしむ、。

題転臆されたガは、 i日{:'f::}Yiの受持部
使麹へ必ず転居届けを。

綴年震はがきを4円の低澗で芽し出
す ζとのできる筋jc'Jを延長G12J'll5
日から 1月21日さまでとしたみ
l月13日以後お年玉年賀はがきを
使5ときは 1円切手をはり足すと

を巡
種痘30日から

炊のとおり定期鐙椅を行ないを突

す。対象兇をお持ちのご家庭で広、

母子手線を持翠のうえおJ1Eくの会場

"'，・・・・・
滋対室主児・昭和40年 3月!日-4C年
8月318までぜこ生れた子と、

から

を追加実施

11月26日 10-12符花木会館
l' 13-15時花水公民館

?' 26臼 lト 12符柳町消防 i分回
ク 13-15時富士見公民館

ク 29日 10-12持見附合体育館
4シ 13-15符潟入消防5分aJ

ク 3つ日 Iつ-12時八幡公民館
ク 13-15時中i京公民館
12月!日 10-12時神間公民館
l' 13-15符IS沼ヱ同公民館
2 臼 10-12~寺減島駐在員室前
タ 13-15符岡崎公民館
3810-12時金E日公民館
l' 13-15持善要因公民館
自白 Ir-12時金百臆在員室霊前
ク 13-15符土湾中毘王子f子育

年会館

。
4シ

4シ

愛犬:をぜひ
犬のさ聖録受け付切と狂犬病の予防

注射を追加実現宜します。とのまえの!

とき注射と珍録をしそとなったお令;

では、もよりの会場へ愛犬壱おつれ

ください。 ζとし4月似後に登録し
た犬は、今回予初注射だけお受けく

ださい。愛犬手帳をお忘れなくd

滋賀ヨ象犬園生後3;1守月以上の犬で、
狂犬病宇'I!:/]浅草せをζとしまだ受け
ていないも的。

覇軍巡在自民程・日‘

11.Fl22日 10-12時須猿公民館
ク 13-15時海開町会事あ所

l' 24日 10-12降須賀浴室寺
タ 13-15時八重咲町消防2

犬の登錦と

(検診包)

12月 7白金自公民館土屋小学校
豊田公民館

l' 8臼金6壬公民館悶崎公民館
城島IJ学校

夕 日包八機公民館!日目之寓公

民館

108 r.旦公民館宮沢小学校
13日中限公箆鱈
18日神田公民館松源公民館
21日花水公民館
22臼富士見公箆館
23日須賀公ff館
24目見附台武道場
・ゴ:!l霊・減鳥・岡崎・警83-

金四・宮沢の各会場は午後2府~
3符まで、そσ:他の会携は午後 i
符30分 -3持まで。

ない守(祭 i錦)、および昭和34
年 4月 2臼--35年 4月 l臼さまでに
生れた来年度入学予惣者(窮2
期)。

関巡回民草量、

(種痘毘)

11月初日金自公民館土震小学事E
鞍回公民館

12月!日金E日公民館岡崎公民鰭

l' 2日
民館

3臼問、公民重富宮沢小学校
自民中際公民館

11日神白公民館松原公民館
14日花木公民館
15臼富士見公民館
16日須賀公民館
17臼見附台武道場

ん

グ

ク

グ

ク

グ

グ

グ

irii日fiiiiZHi薪時空響詩:115元信!?!;;!日iiiぷ
iiiiiii!??1151i;!魁緩ii?ii申告jjTipiiiii
三322号管理霊話芸?17時電子喜52EZ!量日制刊日書id震計約
fi品;fi話註5i?i itfi守主長室 ??imaiizfi252j 
ii;iiii詩25iiii t;135izii i討iiiiii114iiii

諮語翻醐.. 抗陸酒窓越t護軍総昔話語道詰院選言臨;華道奇書溜鱈醤極麗畢

鶴田語-車電子編蕗E輔 lill'ff.詩草署i輔志輯認識購輔翻

露芸事援福留駐議事i量購1並寝援組主曹協議E議i端細部調畷

撮11月26日(金)・タ鴻ケI王母子寮・

漁業協淘組合、須賀公民館、消防団

5分団庁舎(篤入)。

蹟磁砲艦官軍事態必須佐連盟再選;湾猛司王謹~;務準謹仮調記事苦良品麗磁癒掻

醗11月27民(土}・花水公民館、すt水

会館、海岸公民館、諏訪町会館、富

士見公民館。

濫由回調恩恵理要獄事湿審理甑iJTh審車罰i宮署長率商関混磁置踊臨

趨繭麗鰭鶴田鹿盟諸島I!!i護鶴自治輩諸事務捕監覇者舗翻麗鐙競瀦蕗

量糧麗輔轟i轟轟離職騒鞠謹i轟轟轟轟輯量購

轟轟藍盟盤盟謹聾曜講麟轟轟謹聾轟覇覇

行政措談

霊童無料法鐸輯議

霊童金自己こやと輯諜

税相談

建築椙議

輔教青輯i最
重量

事覇3京農兜章構議

覇量発明考案椙 臨時期@午前9時3()分~午後4時。

納税lま市内寄金繰機関でも取り扱います。あなたのための相談室です。お気がるにご利用ください。

相談方法などのお問い合わせは、脊所管霊祭か文章磐霊泉五広報部へ(22)1700-俄)
{税務部収納課}
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(8) 

商
工
諜
一
一
回
七
千
一
一
一
召
一
一
一
千
円
。

第 169号(第3喜重郵便物認可〉

中
康
幼
稽
鱈
で
は
、
現
在
一
年

保
育
宇
く
り
で
き
め
て
い
る
が
、

こ
の
地
即
時
は
最
近
世
帯
増
加
が
は

げ
し
く
同
月
撃
も
ふ
え
、
く
じ
に
も

れ
る
子
も
多
く
な
っ
た
。
い
ま
ま

で
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
い
み
れ
ヂ
が

別
々
に
な
っ
た
D
、
片
方
だ
け
入

織
で
き
た
D
す
る
の
で
は
か
わ
い

そ
う
。
ご
卑
保
育
は
希
望
五
官
会
員

を
入
額
さ
せ
る
か
、
そ
れ
と
も
撤

廃
す
べ
き
営
と
思
5
が

門
中
頭
上
向
田
・
小
塩
真
儒
一
日

幼稚園の君主手保育

地区の実情みて検討するが

いそう

は
二
年
保
湾
児
を
一
採
同
市
し
で
も
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
原
地
区
の
ひ

ば
D
幼
稔
癒
で
も
、
四
十
年
度
一
年
保

育
は
百
二
十
名
だ
っ
た
た
め
、
残
h
J

一
学
級
分
だ
け
一
一
年
保
育
児
を
募
集
し

ま
し
た
。
幼
稚
留
の
な
い
地
足
も
あ
る

現
状
で
は
施
設
や
職
員
を
全
語
的
に
ふ

や
す
こ
と
も
困
難
で
す
し
、
か
と
い
コ

て
収
容
能
力
が
あ
る
の
に
施
設
を
遊
ば
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
つ
ど

せ
て
お
く
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
G

た
地
誌
の
実
状
に
応
、
土
~
処
醤
舎
と
っ
て

し
か
に
抽
選
に
も
れ
た
方
は
お
気
の
ど
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

く
で
ナ
。
こ
の
嗣
問
題
は
今
後
も
十
分
検
門
教
育
養
第
会
欝
務
局
総
務
課
叫

昭和 40年 11月15i3 

総数・

世帯総数 ・
市域鐙穣・

人口密産 ・
前月比世帯増 ， 

1; " 人口増 ， 

市前地 '76，054人 (18，819世帯)

大野地区 30.118ゲ(弘790 ~ ) 

怨地区 6.9∞ν(1，592 11 )
神国池区 6，1問。 (1，526 " ) 

滅易地区 1，949" (363 !1 ) 

金田地区 丸63011 (572 11 ) 

土沢地互・ 3，771" (619 iI ) 

関崎地 1，5951/ (28711 

金目地(K. 5.008" 剖1" ) 

['0.10-1 

〔間同酷輔の弱腰鵬
a

醐
闘
し
〈
小
中
高
校
生
社
会
科
は
分
〉

出
し
は
す
べ
て
無
料
〕
行
佼
感
冒
(
一
一
般
行
分
)
、
円

と
火
事
(
…
般
約
分
)
、
門
〉
盟

護
(
成
人
ね
分
)
、
マ
縫
っ
子

入
部
分
)
、
マ
か
あ
ち
ゃ
2

ぽ
ヨ
(
成
人
的
品
分
〉
、
マ
引

学
ぶ
(
成
人
婦
人
部
分
)
、

く
ろ
(
一
般
出
分
)
。

の
一
部

門vし
の
び
よ
る
一
社
会
主

義
〈
佐
厳
聞
で
氾
文

社
)
、
マ
役
宅
資
金
の

作

D
方
・
倍
D
カ

(

臨

町

田
毅
…
一
・
野
市
間
経
再
開
社
)

マ
ア
マ
ゾ
ン
の
常
狩
族

(
ジ
ク
ム
ン
ト
・
氏
臨
時
番
房
)
、
マ

間
口
で
間
四
る
臼
隠
大
工
(
原
稿
仕
ア

鎌
倉
書
房
〉
、
マ
花
の
持
軍
(
石
川

逮二

γ
新
瀬
社
)
、
円
v脇
島
民
妃
広
、

(
井
上
靖
・
中
央
公
論
社
)
マ
幻

花
(
梅
崎
等
生
・
新
潮
社
〕
マ
暮
し

の
通
科
事
山
内
(
沼
細
川
金
凶
郎
z

東
都

議
房
)
、
竹
V
薬
制
の
起
原
(
大
森
太

良
・
角
川
川
瑚
宙
局
)
、
マ
近
代
彫
刻
史

(
リ
ド
・
紀
伊
国
屋
書
出
口
)
。

〔
十
一
月
二
寸

新
藤
フ
イ
ん
ム
…

九
日
ま
で
無
斜

貸
し
出
し
中
U

マ
臼
本
の
鉄
道
(
小

中
学
生
社
会
料
日
A
M
)

、
マ
新
し
い

鉄
道
(
小
学
生
社
会
示
日
分
〉
、
マ

箱
根
ご
え
(
小
学
生
社
内
意
日
分
)
?
…
つ
ど
い
"

門V
日
本
の
社
会
保
隊
(
小
中
学
生
社

;
i
:
μ
九
の
つ
ど
い
が
、
十
一

会
軒
部
分
)
、
マ
イ
ン
ド
(
小
中
高
三
十
日
県
立
高
高
蛍
に
十
一

校
生
社
会
科
山
崎
分
)
、
マ
中
近
東
、
か
ら
ひ
ら
か
れ
る
。
映
説
。

いて地
問。い元

妻宅史
児童:tt:
' 田口

留をは
代閣不
俊か思
縫せ議
出てに
iま足l
しっ

教
育
議
員
会
は
、
こ
と
し
も
文

化
財
(
文
化
・
自
然
保
護
)
を
主

題
と
す
る
婦
人
学
級
を
開
設
、
今

月
中
に
六
十
名
の
準
加
守
募
集
す

る
予
定
。
こ
の
学
級
は
文
部
省
委

嘱
学
級
で
今
月
か
ら
来
由
一
一
一
月
ま

で
の
関
に
、
約
凶
十
時
鶴
の
一
共
符

学
留
を
通
U
、
婦
人
の
教
養
に
役

立
て
る
と
同
時
に
、
文
化
財
に
対

ナ
る
認
識
宇
品
目
及
す
る
の
が
ね
ら

い
で
す
、
昨
埠
第
一
聞
の
受
講
者

は
除
き
、
ほ
か
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
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